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高膨張泡の消火効果について(第2報)

1. はじめに

第 1報〈所報第5号〉では，容積 130ntの火災塞に

直接粛膨張泡を送り込んだときの実験内容について報

告したのであるが，本稿では，火災規撲をさらに大き

〈するとともに，火災意に間接的に泡を送り込んだと

き，すなわち，火災宝をの憐の忠あるいは膝下等に泡

を放出し， ドアーなどを介してその泡合火災室に導い

たとき，どのような状滋変化が生ずるかとしろ実験を

試みたので，その概要について報告する。

2. 実験概要

1. 実験即時昭和43年3月27日

2. 実験場所東京都葛飾区白鳥4-10ー18

官軍々公社本田中継所

.3.気象状況天候 長

風向風速 南々西0.1-0.3m
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4. 実験規模

(1) 建物の配置

務I殺では，火災室容積が 130nI(8. 2X5. 2X2. 75 

m) と比較的小規模であったが，今回は第 1図に示す

とおり， A， Bii寝室を使用し，やや大規模な実験を

行った。 A室は，面積 96m'，容積379ni， B室は，面

積216m'，著書積929ntである。

第 1図建物構造配置
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第2図 温度測定位青酸および火災室木材組込要領
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5. 実験方法

第2図にもとづき，火災室内に可燃物を組込み，点

火後，燃焼状況が最盛期に達した時点で第 lドアーの

部分から泡を放出し， B室およ ひ火災室に泡が充満

[，消火の状態になった時点で送泡を停止する。消火

の状態は，各測定点のimt度および状況観測に上り判断

する。混度測定点の位 I;~お よび数は，第 2 図に示すと

おりであり，①@③④は可，燃物内部で高さ 0.3mの

位置に，また⑤は， 室内雰囲気温度用として，天井下

50cmのとこ ろに取付けた。

実験装置および運用は，第 3閣のとおりである。

第3図 失・5会決白および運用

6. 実験結果

(1) 温度変化の状況

各測定点の温度変化は第 4図の とおり である。

(2) 使用泡盈およひ火熱に対する泡の性状，

実験結果は，第 1表のとおりである。

第 1図において，建物構造は，耐火造、F家建で B室

右端に幅1.3mの両開きドアー〈第 lドア-)， A室左

端に0.9mの片聞きドアー(第 3ドアー)， A， B室に

通ずる部分に1.8mの両開きトアー〈第 2ドアー〕が

それぞれ設けてあり， A室を火災室とし，泡は，第 1

ドアーから送入し，第 2ドアーを介してA室に若手き消

火の過程を観察しようとするものである。

(2) 可燃物および助燃材

第 1報と同様，耐火建物内のー役火災を想定し，建

物内Jsの可燃物も 1m'当り 30kgとし， 96m'の火災室に

約2700kgの木材(角材 および夜村〕を第 2図に示す要

領で， 高さ1.5mまで組込むこととした。助燃材に

は，灯油を使用し，点火訟は，周[1目C)可燃物の下部に

20x 170cmのオイノレパンを 4ケ，中央井桁の部分には，

81X31cmのオイルパンを各 lケと1.，灯油量は， 3分

間燃焼を継続する量とした。

(3) 高発泡機性能および使用泡剤

性能 高発泡機は，お l報と同一機種により実施

した。

放水 量 3001/min(ノスル圧2.3kg/cm2)

発泡 貴 公称180nf /min 

発泡倍率公称 600倍

使用 泡 剤 第 1報ではA，B， C 3種の泡剤を使用し

たが，この実験でほA1flJのみとした。

温度曲線第4図
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• 
では，火災室をさらに大きくし， しかも隣室を設け，

火災室に間接的に送泡して消火の状況を観察したもの

である。
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7. 考 察

第 I報では，小規模な火災室に直接送泡して，各泡

剤による消火の状況を観察したのであるが，この実験
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(注) i消肖耗泡量量主樹中臼然消泡E量量の式に汚応tされている(T)，はよ泡、γド減持時在閲〈分)合「示ず。

(1) 送泡と温度変化の関係 自然に前えろ泡れ F をぷめると次のごとくであ

第 4図によると，測定点②(井桁の部分〉が，点火 最初の 1分間に放出された泡量 nf 分間に消え

後3分頃から低温を示しているが，これは. r'I然鎮火

したものである。その[むの総定点は.ほu:同保な傾向

を示し uどおり，火災室内;二地方t充満しア二時点て;土.各

測定点とも 100'C以下lこ〈去っておワ立燃焼が不可能

な状態である。市 l 殺のU~3j 4， ~1' 図に比校す

ると. ).さ泡を開始してからの温度下降勾配がきわめて

ゆるやかであるが，これは，火災室が泡で充満される

までに長時間を要しているためモある。ただ，可燃物

を総込んだねさ，すなわち，火災室 5mの雨さまで

泡が充絡しf二時点、で;ム室内雰部気滋度ぬを除いて，

各燃物内の温度は， 2的。C以下に低下陶してL

がわかる。

(2) 自然に消えた泡畳

lヨ然、に消える泡貴には，泡を放出中に消えるもの

と，放出を停止したのち白然に消えるものとの 2種の

状怒がある。泡絞:むを停止したのち自然に消える泡量

と時間との潟f山主，第 i報担 6 に示すとおり，治半

減時間(容内?こ充満した治が町12Fるまでの時間〉

までは直線的に減少 L. A郊の約半減時間はp 発泡倍

率 630倍のとき約17分である。

一方，故出中に消える泡泣については.ts'l報のごと

く，短時間のうちに火災宝を満泡にしてしまう場合は

さ}.fど桜紙法ないが，泡gy放出時聞が長くなると，泡

半減時潤の短い泡lム火災おぎよ上きわめて大きい影

唱貯金与えるものである。 ts 表:でその計算式よ数

字を示したが，これを分析すると次のとおりであ

泡半減時間T分なる泡を毎分Qufで t分開放出中，

る泡量 Fi(;j:次式で示される。

Fl=-.9--t ・・ H ・ H ・ ••.. … イ1)
21 

したがっし t分開放出中，自然に消えた総泡盛F

は. (1)試にしたがL、次zえで示される。

F=.!1ー {t十ctー 1)+・…+2 + 1 J 
2T 

vtCt十 1
2T" 2 

と -空三t土_1)_..・H ・-…・・・…・(2)
4T 

んだいね)式は.乏'"としき潟の以哀性能直

線的でみるとし t:::場合でおふ。事 1表で赤した数字

は嘗 (2)式により Tを47分(符 1報活r図参照〉として

求めたものである。

(3) 泡の耐熱性

議I季語では，火災室容積と火災室に使用した抱量と

の比が， A剤の鳩合2'..8{音(~報銘 1 … 2 災参日後〉

でふったが，今回烏墨色では，同じ人剤でも 2僚と

いうこ止でb 前居心実験;こ比較し z 比率的にふて火災

熱等によって多量の泡が消耗されているということに

なる。この相逮については，基礎実験あるいは，同種

の実験を数多く実施して究明しなければならないとこ

ろであるが，ただ2.倍と 5. 倍と L、う数字上の相違に

ついてその涼箆を紋定ずると次のことがらが為げられ

る幼

6告〕



O 火災室容積に相違があり， したがって発熱量が

異ること。

O 火災室容積に相違があるにもかかわらず，毎分

当りの発泡量が同じであること。

O 火災室に間接的に送泡する場合，すなわち，泡

を隣室に放出し，漸次火災室へ導く場合は，放出開始

から火災室に泡が到達するまでに，時間的な遅れがあ

ることと，隣室内にも熱気が充満しているため，火災室

へ送り込まれる泡は，発泡時の泡に比較すると，水分

の少ない泡になっているため，耐熱性が悪くなってい

る。特に流下半減時間の短い泡ほどその影響を大き

し、。

O 火災室が大きくなると発泡時聞が長くなり，泡

を放出している聞でも自然に消える泡量が考えられ

る。特に泡半減時間の短い泡ほど影響は大きい。

O 送泡口から火災室入臼までの距離が長くなるほ

ど，すなわち，送泡距離が長くなればなるほど，泡の

損失が大きい。

以上 5点、の関連性を何んらかの方法で数字的に解

明できれば，発泡機の消火能力の限界がわかるはずで

ある。すなわち，毎分Qn1の発泡能力がある発泡機に

C 70 ) 

おいて分間で消火しうる火災室容積はVrdが限界

であるというように，発泡能力に応じ，消火能力の限

界を知りうることができるであろう。また，火災室容

積と火災室に使用した泡量との比が2・8倍とか.5.2倍

とかいう数字は，すぐれた泡剤の開発，すなわち，泡半

減時間，流下半減時間，さらには流動性などの点です

ぐれた高膨張泡が開発されるならば，上記の数字は，

大きく縮少されてくるものと恩われる。

3. お わ り に

第 1報および今回の実験をつうじてみると，耐火建

物内の一般火災に対しては，消火および排煙にかなり

の効果を示していることがわかる。

今後は，同種の実験を継続すると同時に，火災箇別

の異なったものについても実験をつみ，各種火災に対

する消火のきめてとなる運用技術と発泡機の開発をほ

かり fこい。

おわりにのぞみ震実験に協力をいただいた関係機関

に深甚なる謝意を設する次第である。
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